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豊
川
海
軍
工
廠
は
、
日
中
戦

争
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ
と
戦
局

が
進
む
昭
和
14
年
12
月
15
日
、

全
国
で
6
番
目
の
海
軍
工
廠
と

し
て
開
庁
し
ま
し
た
。
航
空
機

や
艦
船
な
ど
が
装
備
す
る
機
銃

と
そ
の
弾
丸
を
主
要
な
生
産
品

と
し
、
最
盛
期
に
は
5
万
人
以

上
が
働
く
巨
大
兵
器
工
場
で
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
20
年
8
月

7
日
の
空
襲
で
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
、
そ
の
後
、
終
戦
に
よ

り
兵
器
工
場
と
し
て
の
短
い
歴

史
を
終
え
ま
し
た
。

　

戦
後
半
世
紀
以
上
が
経
過
す

る
中
、
か
つ
て
の
姿
を
留
め
る

豊
川
海
軍
工
廠
の
跡
地
は
、
遺

跡
と
し
て
、
戦
争
の
記
憶
を
伝

え
て
い
ま
す
。

豊
川
海
軍
工
廠

当時の豊川海軍工廠

平和をつなぐ
～豊川海軍工廠平和公園開園～

　昭和20年8月7日の空襲により2,500人以上もの方々が犠牲となった豊川海軍工
廠。かつて東洋一の兵器工場とも称されたその工廠跡地に、戦争遺跡を保存活
用し、平和の尊さを語り継ぐ「豊川海軍工廠平和公園」が、平成30年6月9日に開園
します。
　今回の特集では、豊川海軍工廠平和公園の概要、そして、平和を語り継いでい
くためのこれからの取り組みについてお知らせします。
　詳しいことは、生涯学習課（88－8035）へお問い合わせください。
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日　時 30年6月24日（日）
 午後1時30分から
会　場 ホール
入場料

 

開園記念シンポジウム

※詳細は裏面をご覧下さい
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ぎょ ランド

文化会館

総合体育館

諏訪町駅

八幡駅

稲荷口駅

豊川駅

豊川IC

豊川稲荷駅

桜ヶ丘
ミュージアム

市役所 豊川稲荷

陸上自衛隊
豊川駐屯地

東名高速道路

ぎょ

豊川海軍工廠平和公園

平
和
公
園
の
概
要

開園時間　　９：00～17：00（6月9日㈯は12：00～）

休　園　日　　火曜日（祝日の場合は開園）

　　　　　　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）

所　在　地　　穂ノ原3丁目13－2

入　園　料　　無料

そ　の　他　　希望に応じてガイドあり

問　合　せ　　95－3069（平和交流館）

 PARK DATA

　

豊
川
海
軍
工
廠
跡
地
に
開
園
す
る
総
面
積
約
3
㌶
の
平
和
公
園
。

こ
こ
で
は
、公
園
整
備
の
経
緯
や
施
設
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　

川
海
軍
工
廠
跡
地
へ
の

　
　
　

平
和
公
園
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

と
し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

整
備
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

学
識
経
験
者
、
各
種
団
体
の
推

薦
者
、
公
募
市
民
か
ら
な
る
検

討
委
員
会
を
組
織
し
、
5
回
に

わ
た
る
会
議
で
の
検
討
を
重

ね
、
基
本
構
想
案
を
提
言
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
案
を

も
と
に
基
本
構
想
を
策
定
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き

を
経
て
、
平
成
27
年
2
月
に
基

本
計
画
を
策
定
、
公
園
の
整
備

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
27
年
度
か
ら

調
査
・
設
計
、
平
成
28
年
度
か

ら
工
事
を
開
始
し
、
平
成
30
年

3
月
に
竣
工
。「
歴
史
を
語
り

継
ぐ
緑
豊
か
な
集
い
の
広
場
」

と
し
て
、
6
月
9
日
、
開
園
を

迎
え
ま
す
。

豊

豊川ICから車で約10分（駐車場64台）
名鉄「諏訪町駅」から徒歩で約30分
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平和をつなぐ～豊川海軍工廠平和公園開園～

旧第一火薬庫

　
　
　

園
は
、
工
廠
内
の
火
工

　
　
　

部
と
い
う
、
火
薬
類
を

製
造
し
て
い
た
場
所
に
あ
り
ま

す
。
戦
後
、
名
古
屋
大
学
が
空

襲
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
旧

工
廠
建
物
を
研
究
施
設
と
し
て

利
用
し
て
き
た
た
め
、
現
在
も

い
く
つ
か
の
建
物
が
存
在
し
ま

す
。
旧
第
一
火
薬
庫
や
旧
第
三

信
管
置
場
、
街
路
灯
、
防
空
壕

跡
な
ど
は
、
こ
う
し
た
歴
史
を

経
て
残
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

残
さ
れ
た
建
物
な
ど
は
、
来

園
者
が
見
学
で
き
る
よ
う
、
傷

ん
で
い
た
箇
所
の
修
復
工
事
な

ど
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
解

説
パ
ネ
ル
と
と
も
に
当
時
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
設
さ
れ
た
平
和
交
流
館
に

は
、
豊
川
海
軍
工
廠
語
り
継
ぎ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
常
駐
し
、
希

望
に
応
じ
て
園
内
の
ガ
イ
ド
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
具
広
場
に
は
、
当

時
の
工
員
が
描
い
た
絵
日
記

「
工
廠
の
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
の
パ

ネ
ル
展
示
が
あ
り
、
工
廠
の
様

子
を
親
子
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
季
節
ご
と
に
園
内
を
彩

る
花
や
芝
生
広
場
、
あ
ず
ま
や

な
ど
も
あ
り
、
気
軽
に
足
を
運

べ
る
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

火薬保管のために使用されたコンクリート造の平屋建で、土
がかぶせられている。トンネル状の通路の北側に並ぶ三つ
の部屋は、二重壁構造で通気性を確保するなど、火薬保管
のために室内の温湿度を調整する工夫が施されている。

旧第三信管置場
弾丸の起爆装置である信管を保管。爆発事故で周囲に被
害が及ばないよう、高さ５㍍の土塁に囲まれている。壁はコン
クリート造、屋根は木造で、爆発の際に屋根を吹き飛ばし、壁
を残して周囲への被害を軽減する工夫と考えられる。

通路には、木製の足場の上に各部屋
の鉄の扉が並ぶ

室内は、二重壁構造で、スギ板張りと
なっている

室内では、屋根の木造構造を確認す
ることができる

工廠で使用されたフライス盤と旋盤も
展示されている

平和を願いサクラが植えられたセンター広場子ども用遊具と芝生の広場 絵日記「工廠のあんちゃん」パネル

特集

公
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歴史を学ぶ平和交流館

　
　
　

和
交
流
館
に
は
、
豊

　
　
　

川
海
軍
工
廠
の
歴
史

や
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て
解
説

す
る
展
示
室
、
映
像
資
料
の

視
聴
や
講
座
な
ど
を
行
う
ガ

イ
ダ
ン
ス
室
、
工
廠
関
係
書

籍
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
図
書

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

展
示
室
で
は
、
解
説
パ
ネ

ル
や
関
係
資
料
な
ど
か
ら
、

工
廠
の
開
庁
か
ら
終
戦
、
戦

後
の
出
来
事
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
室
で
は
、

工
廠
の
当
時
を
知
る
方
の
体

験
談
を
聴
く
会
や
、
戦
争
関

係
の
歴
史
講
座
な
ど
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
方
た
ち
が
交
流

し
、
平
和
を
学
び
伝
え
る
場

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

戦
争
の
歴
史
を
物
語
る
平
和
公
園
の
開
園
を
通
し
て
、
多
く
の
方
が
平
和
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
、
そ
し
て
伝
え
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。平

豊川海軍工廠跡地保存をすすめる会会長
伊藤 泰正 さん

平和の尊さを
感じてもらいたい

　

工
廠
跡
地
は
こ
れ
ま
で
、
当

時
を
思
い
出
す
つ
ら
い
場
所
で

し
た
が
、
平
和
公
園
と
な
っ
た

こ
と
で
、
平
和
の
訪
れ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
空
襲
で
亡
く
な
っ

た
方
々
も
、
自
分
た
ち
が
犠
牲

と
な
っ
た
地
が
平
和
の
象
徴
と

な
り
、
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
公
園
が
、
工
廠
や
戦

争
の
真
実
を
伝
え
る
場
所
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
訪
れ
て
も
ら
い
、

平
和
の
尊
さ
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

八七会会長
大石 辰己 さん

　工廠従事者の会として、毎月7日・20日の供養塔の清掃、みたま
まつりなど、被爆犠牲者の供養のための活動を実施。

歴史を語り継ぐ
財産となってほしい

　

こ
れ
ま
で
、
20
年
以
上
に
わ

た
り
取
り
組
ん
で
き
た
、
工
廠

跡
地
の
保
存
を
進
め
る
活
動

が
、
今
回
、
平
和
公
園
の
開
園

と
い
う
形
で
実
を
結
ぶ
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
平

和
公
園
が
、
歴
史
を
学
べ
る
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
世
代
を
問

わ
ず
多
く
の
方
が
訪
れ
、
親
し

ま
れ
る
、
憩
い
の
場
と
な
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
そ
し
て
、
戦

争
と
平
和
に
つ
い
て
後
世
へ
と

語
り
継
い
で
い
く
た
め
の
貴
重

な
財
産
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　跡地見学会を年に2回開催する他、会の活動や工廠の当時
の状況などを紹介する会報誌「けやき」の発行なども行う。

平
和
を
学
び
、
伝
え
る
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日時⇔6月24日㈰13：30～

会場⇔文化会館中ホール

定員⇔４00人（先着順）

申込⇔当日、会場へ

 1部

記念講演「豊川海軍工廠と豊川市」

（愛知大学名誉教授・藤田佳久さん）

基調報告①「平和公園内の豊川海軍

工廠残存遺構の保存整備について」

（元豊橋技術科学大学准教授・泉田

英雄さん）

基調報告②「豊川海軍工廠の戦争遺

跡と平和公園開設までの経緯」（生涯

学習課職員）

 2部

シンポジウム「平和公園と豊川海軍

工廠の語り継ぎ」

開園記念シンポジウム

平和をつなぐ～豊川海軍工廠平和公園開園～特集

平
和
を
伝
え
る

　
語
り
継
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

で
は
、
豊
川
海
軍
工

　
　
　

廠
で
の
出
来
事
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
平
和
公

園
の
開
園
に
向
け
て
、
平
成

29
年
度
に
「
と
も
に
学
び
、

と
も
に
伝
え
る
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
、
豊
川
海
軍
工
廠

語
り
継
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
講
座
を
実
施
し
ま
し

た
。
全
10
回
の
講
座
で
は
、

工
廠
の
歴
史
の
学
習
、
元
工

廠
従
事
者
の
体
験
談
を
聴
く

会
、
工
廠
跡
地
の
現
地
見
学

を
行
い
、
80
人
を
超
え
る
方

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
の
中
で
は
、
よ
り
多
く

の
方
に
歴
史
を
伝
え
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

積
極
的
に
意
見
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
方
が
こ
の
活

動
に
意
欲
を
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

語
り
継
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
正
式
登
録
し
た
皆
さ

ん
に
は
、
今
後
、
平
和
交
流

館
で
の
展
示
解
説
、
公
園
内

市

の
残
存
遺
構
の
ガ
イ
ド
、
工

廠
従
事
者
の
日
記
の
活
字
化

や
体
験
者
手
記
目
録
の
作
成

な
ど
の
資
料
整
理
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

戦
後
70
年
以
上
が
経
過

し
、
戦
争
を
体
験
し
た
世
代

が
少
な
く
な
る
中
、
語
り
継

ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
は
、
戦
争
の
記
憶
を
継
承

す
る
担
い
手
と
し
て
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

実際に平和公園を訪れ、遺構の確認
などを行いました

豊川海軍工廠の歴史や当事者たちの
思いなどについても学びました

　

戦
後
日
本
は
、
世
界
各
地
で

戦
火
が
絶
え
な
い
中
、
平
和
な

時
代
を
歩
み
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
戦
争
の
時
代
を

経
験
し
、
ま
た
身
近
に
感
じ
て

き
た
方
々
の
、
戦
争
が
も
た
ら

し
た
悲
劇
や
苦
し
み
を
繰
り
返

さ
な
い
と
い
う
意
思
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

し
か
し
、
戦
争
が
身
近
な
存

在
で
な
い
世
代
が
大
多
数
と
な

っ
た
現
在
に
お
い
て
、
平
和
の

尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
過
去
の
歴
史
と

向
き
合
い
、
学
び
、
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
平
和

公
園
の
開
園
は
、
そ
の
き
っ
か

け
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

戦
後
の
日
本
に
生
ま
れ
育
っ

た
方
に
と
っ
て
平
和
は
当
た
り

前
に
感
じ
ま
す
が
、
い
ま
だ
世

界
で
は
紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
。

平
和
な
世
を
未
来
へ
と
つ
な
い

で
い
く
た
め
に
は
、
今
の
時
代

を
生
き
る
私
た
ち
が
過
去
の
歴

史
を
学
び
、
平
和
を
愛
す
る
心

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
す
。

平
和
を
つ
な
い
で

い
く
た
め
に

Interview

語り継ぎボランティア

鈴木 涼平 さん

（愛知学院大学3年）

戦争の事実を
実感してもらいたい

　　私は工廠跡地の近くで生まれ育ちました

が、戦争について家族から話を聞くこともな

く、工廠の出来事は遠い過去の話という印

象でした。しかし、講座で学ぶ中で、工廠の

発展などの歴史が今の豊川市につながって

いるということを実感しました。私たちの世代

が戦争と平和について考えるのは難しいこと

ですが、公園を訪れた方には、この地に工廠

があり、戦争があったという事実を伝えてい

きたいと思います。
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